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 皆さまには日頃、週刊誌などを「雑誌」としてお出し頂いているかと思います。 

一般的に「雑誌」と呼ばれる物と、分別としての「雑誌」では、イメージが異なる部分があ

ります。また「『〇〇』は出しても良いですか？」と多くお問合せを頂いていることから、今

回、雑誌としてお出し頂ける物をまとめました！ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご家庭で身近なこれらの物で、今まで分別に迷って回収にお出しいただけなかった物があ

りましたら、ぜひ今後は「雑誌」としてお出しください！ 

 

 

 

日頃はご愛顧いただき、誠にありがとうございます。今回のマテリアル通信は、1.「『雑誌』

として回収できます！」、2.「アンケートのお願い」、3.「パートナーシップの構築」、4.「書籍

にて紹介されました」の 4 つの内容についてお届けいたします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お客様アンケートのお願い☆ 

 

 

 

 

 

 

  

『雑誌』として回収できます！ 

背が綴じられたもの 

週刊誌・漫画など ｶﾀﾛｸﾞ 

書籍 教科書・ノート 

それ以外にも 

ポスティングチラシ 

コピー紙 

※ヒモで十字に束ねて

お出しください 

 

「布・ビニールの表紙」 

「リングファイルなどの金具」 

など紙以外の物は取り除いてください！ 

 

本年も１０月に「お客様アンケート」を実施させて頂く予定です。 

～アンケート趣旨～ 

弊社では「この地域の総合リサイクル業として一番になることを目標とする」方針を掲げ

ており、その実現を通じてお客様・地域社会のお役に立ちたいと願っております。 

そのため、このアンケート調査結果は、弊社の経営指標として大変重要視しているもので

ございます。忌憚のないご意見を是非お知らせ頂きたくご協力の程、宜しくお願い致します。 

 

 

 

お客様アンケートのお願い 



発行：(株)石川マテリアル 

名古屋市昭和区山花町 124 番地 

電話：052-763-6697 

 

 

 

  

   

 

 

 弊社は、広報活動の一環として（公財）古紙再生促進センターの事業の一つである、小学

4 年生を対象とした「紙リサイクルの授業・紙すき体験」に講師を派遣しております。この

活動に興味をお持ちいただいた（公社）愛知県緑化推進委員会様と、この度パートナーシッ

プを構築し、環境緑化や木材利用など、様々な啓発活動に取り組むこととなりました。 

 

この取り組みは、山に木を植え、育て、大きくなった樹木を、建築材や紙などに利用され

たのち、再生資源としてリサイクルしていく資源の循環利用の仕組みを、子供たちに伝えて

いくことを目的としています。具体的には、「紙リサイクルの授業・紙すき体験」や「自然素

材を利用としたクラフトづくり」など出前講座（体験学習）の共同開催を検討しています。 

 

残念ながら、新型コロナウイルス感染症の影響で、 

開催時期は未定ではありますが、この取り組みが実 

現できるよう頑張っていきます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 パートナーシップの構築 

 

 

                     

 

「～地域でキラリと光る天然 CSR 企業～地域から愛される会社 

(一般社団法人 CSR コミュニティ 編)」にて弊社のことが紹介されました！！ 

 

今回は、書籍にも掲載された、弊社の取り組み内容の一部を紹介いたします。 

弊社は、次の世代により良い環境を「Keep Green」をモットーとして、社会に貢献でき

る会社を目指しており、古紙扱い量 1 トンあたり 10 円を愛知県緑化推進委員会が実施す

る「緑の募金」へ寄付しております。皆さまから回収させていただいた古紙が、「緑の募金」

を通して、「森づくり・人づくり」活動の活性化につながっております。 

これからも皆さまに愛される企業として、貢献していく所存でございます。 

今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜わりますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

書籍にて紹介されました 

 

 

 


